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一一市政だよりは

みんなで読みましよう

市政だよりは、市からの

お知らせや、市の方針、市

のした仕事を市民みなさん

にお知らせするものです。

家族みんなで、市政だより

を読みましょう。
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E12月2日から 4日まで大

村で初めての長崎県総合美

補展覧会が新しい市民会舘

で聞かれました。

乙れは、大村市制25周年

を記念して、と〈に大村市

で行なわれた もので、昭和

42年度の入選作品や入賞作

品、推せん作品など 150点

か出品されました。初の県

美術展とあって初日から観

覧者でにぎわい約 4，000人

の入場者がありました。

10、<

(
こ
こ
ら
}
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

ヲ

4 

県美展開く

メ

年
末
に

気
を
つ
け
た
い
こ
と

V
火
災
予
防

空
気
が
乾
燥

し
て
い
ま
す
。
絶
対
に
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
火
災
は
火
の
不
始
未

に
よ
る
人
災
で
す
。

V
歳
末
た
す
け
あ
い
に
協
力

し
よ
う

冷
た
い
し
わ
す

の

風
に
さ
ら
さ
れ
、
不
幸
な
生

活
を
送

っ
て
い
る
人
た
ち
が

た
〈
さ
ん
い
ま
す
。
せ
め
て

年
末
、
年
始
を
少
し
で
も
明

る
く
過
ご
す
乙
と
の
で
き
る

よ
う
こ
の
運
動
に
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

V
買
い
物
商
居
や
デ
パ
ー

ト
は
年
内
無
休
で
し
ょ
う
が

お
し
つ
ま
る
と
屈
が
混
雑
し

ま
す
。
買
物
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
、
年
末
、
お
正
月
な
ど
に

必
要
な
も
の
を
メ
モ
し
て
お

か
な
い
と
買
い
す
ぎ
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。

正
月
用
の
晴
れ
着
や
洋
服
は

よ
ほ
ど
早
め
に
注
文
し
な
い

と
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。



り昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和42年12月10日

j
if
 (2) 

市民そろって長崎国体に

協力しよう

これは

市民運動推進委員の

パッヂです

大村市政だよ

お
し
ら
せ

健
康
世
帯
と

優
良
納
税
組
合
を
表
彰

健
康
で
あ
っ
て
、
保
険
税

を
納
期
内
に
完
納
し
た
世
帯

(
二
百
八
十
六
世
帯
)
と
優

良
な
成
績
を
示
し
た
納
税
組

合
の
表
彰
式
を
、
十
一
月
二

十
八
日
市
民
会
舘
で
行
な
い

ま
し
た
。

五
カ
年
健
康
者
家
庭
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
方
は
つ
ぎ
の
，

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

水
田
一
区
小
野
佳
子

't' 

じ〉親切で明るいまちにしましょう。

じ>安全で住みよいまちにしましょう。

コ
諏
訪
八
区

[>健康でいきいきしたまちにしましょう。

[>清潔で美しいまちにしましょう。

これは、昭和44年に長崎県で開催される第

24回国民体育大会にそなえて、 10万都市をめ

ざす大村市にふさわしい長崎国体が実施でき

るように、 6万市民が守るべき実践スローガ

ンとして定めたものです。このスローガンを

おしすすめるため10月 7日、市民会舘で大村

市民推進協議会の結成大会を聞き、市民の中

から 725名の方に推進委員を委嘱しました。

市民みなさんも、乙の人々を中心に展開さ

れるつぎのような具体的な運動に協力しまし

ょっ。

E具体的な運動1

cl親切と感謝の運動 ②公徳心を高める運動

③事故をなくす運動 ④スポーツをきかんに

する運動 ⑤健康をのばす運動 ⑤みんでう

たう運動 ⑦みどりと花いっぱいの運動 ③ 

清掃美化運動

i
ナ

l

=年末の大掃除は早目に=

。うじむし p

oねずみM を退治しよう

笠
原
し
げ

交
通
安
全
に
寄
付

市
内
栄
町
の
岡
田
栄
一
さ

ん
は
、
交
通
安
全
の
た
め
の

資
金
と
し
て
金
一
封
を
大
村

市
交
通
安
全
協
会
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
村
駅
前
と
本
堂
川

橋
の
市
道
に
交
通
安
全
の
た

め
の
水
銀
灯
が
立
ち
ま
し
た

こ
れ
は
、

大
村
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

一水道の防寒対策一

良
く
凍
結
す
る
の
は
地
中

か
ら
蛇
口
ま
で
の
部
分
で
す

か
ら
、
わ
ら
や
ぼ
ろ
布
を
よ

く
巻
き
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
庭
の
散
水
用
に
取
り
つ

げ
た
水
道
が
い
ち
ば
ん
凍
り

つ
き
ゃ
す
い
よ
う
で
す
。

よ
く
晴
れ
た
日
の
朝
は
冷

え
込
み
が
き
び
し
く
、
雲
の

多
い
自
の
朝
は
お
だ
や
か
な

日
が
多
い
も
の
で
す
。
暖
か

い
日
を
選
ん
で
日
曜
水
道
部

の
仕
事
を
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

12月になり、いよいよ今年最後の大掃除をするとき

がきました。

市は、次の期聞を全市民が協力して大掃除をする期間

ときめました。お互いに自分の住居の内外を清潔にし

伝染病の発生源をな〈し、 内まえグねずみググときぶ

りグのいない大村市にするため年末一斉大掃除にと協

力〈ださい。

大掃除の期間

12月16日-12月22日

と〈に、大掃除をするときは次のことがらに注意して

行ないましょう。

<t住居の内や外で、とくにきたないところは十分にき

れいにし、防虫済を散布しましょう。

②天井、壁のすすはらい、押入、台所のねずみの巣、

ときぶりのたまり場所をとりきり、 冬のうちに退治

してしまいましょう。

③グたたみググ敷物グは日光にあて、ほこりを払いま

しょう。

④床下で湿気がひどいところには石灰を散布して乾燥

しましょう。

⑤下水溝はよく流れるように清掃して、便所のうじ虫

退治を徹底的に行ないましょう。

年末になると、各家庭で大量のごみが出て、とみの収

集作業がお〈れがちです。大掃除は早めに行ないまし

ょっ。

有

庄司王弓
水道にマフラーを

臼
月
に
な
る
と
い
つ
寒
波

に
襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
水
道
や
井
戸
は
氷
点
下

一
度
ぐ
ら
い
で
は
凍
り
ま
せ

ん
が
、
氷
点
下
三
度
以
下
に

な
る
と
凍
り
つ
き
ま
す
。
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償
却
資
産
の
申
告
時
期
で
す

償
却
資
産
の
所
有
者
は
毎

年
一
月
一
日
現
在
で
そ
の
資

産
に
つ
い
て
、
市
長
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
法

人
お
よ
び
個
人
で
償
却
資
産

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、

次
の
要
領
で
必
ず
申
告
し
て

〈
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お

よ
び
家
屋
以
外
の
資
産
で
、

事
業
の
用
に
供
す
る
乙
と
の

で
き
る
資
産
。
、
ま
た
、
自
己

使
用
の
も
の
ば
か
り
で
な
〈

他
人
に
貸
し
て
い
る
も
の
も

含
み
ま
す
。

マ
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
資
産

制
構
築
物
(
煙
突
、
軌
条

貯
水
池
、
水
槽
な
ど
)

刷
機
械
お
よ
び
諸
装
置

付
客
船
、
運
搬
船
、
漁
船

伺
航
空
機

納
車
輔
お
よ
び
運
搬
具

(
大
型
特
殊
自
動
車
、
手

押
車
な
ど
)

付
工
具
、
器
具
、
お
よ
び

備
品

早めに納めましょう
回和42年もあとわずかで終ろうとしていま

す。そして、かけ足で新しい年がやってきま

す。市税、国民健康保険税、住宅使用料、清

掃手数料の納付はすみまレTこか?

税金などは、ぜひ納期内に納めましょう。

また何かの事情で、とどこおった税金を持って

おられる方は、この際早〈おさめてさっぱり

した新しい年を迎えましょう。

「本月は、固定資産税 4期分と清掃手数料

3期分の納期です。」

12月28日までK親和銀行、十八銀行、農協や

市役所又は出張所に早めに納めて〈ださい。

(3) 

税金などは

川
遊
休
、
未
稼
動
の
資
産

簿
外
資
産

マ
申
告
書
提
出
先
課
税
課

申
告
期
根
昭
和
四
十
三

年
一
月
二
十
日

な
お
、
申
告
用
紙
は
課
税

課
ま
た
は
各
出
張
所
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
申
告
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
課
税

課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

ー
旬
月
の
日
曜
当
番
医
ー

げ

目

藤

井

内

科

田

崎

外

科

今

国

内

科

貞

松

整
形
外
科
出
口
小
児
科

μ
日
長
野
産
婦
人
科

上
田
内
科
渡
辺
外
科

別

日

松

尾

外

科

琴

尾

内

科

沢

田

内

科

桝

本

産
婦
人
科

養
護
学
校
生
徒
を
募
集

マ
入
学
の
資
格
と
条
件

手
足
や
体
の
不
自
由
な
学

令
の
こ
ど
も
で
病
状
の
固

定
し
て
い
る
も
の
、
及
び

集
団
生
活
に
た
え
教
育
成

果
が
あ
が
る
見
込
み
の
あ

る
も
の

ム
募
集
人
員

小
学
部
一
年
生
十
二
名

二
年
生
J
六
年
生

l
二
十

名中
学
部

l
十
名

マ
願
書
提
出
期
間

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一

日
J
昭
和
四
十
三
年
一
月

三
十
一
日

マ
学
資
そ
の
他

受
検
料
、
授
業
業
、
入
学

金
は
い
っ
さ
い
い
り
ま
せ

ん。

A
学
校
の
所
在
地

長
崎
県
諌
早
市
真
崎
町
一

六
七

O
の
一
長
崎
県
立
諌

早
養
護
学
校

な
お
、
願
書
用
紙
そ
の
他

〈
わ
し
い
こ
と
は
返
信
用
切

手
同
封
の
う
え
学
校
に
直
接

お
た
ず
ね
〈
、
だ
さ
い
。

柔
道
の
昇
段
審
査

マ
日
時
十
二
月
十
七
日

午
後
一
時
よ
り

郡
中
体
育
舘

マ
場
所

助
産
婦
学
生
を
募
集

昭
和
四
十
三
年
度
長
崎
大

学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年賀状は早めに

希
望
者
は
大
村
保
健
所
へ

お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

清
和
国
に
寄
付

(
敬
称
略
)

ム
西
大
村
青
年
団
、
奉
仕

作

業

ム

K
氏
、
雑
誌
四
十

七
冊
ム
本
町
徳
田
正
男
、

グ
オ
ル
三
十
二
枚
ム
大
村

民
踊
協
会
、
舞
踊
慰
問
、
チ

リ
紙
一
、
五
キ
ロ
、
菓
子
三

キ
ロ
ム
高
木
隆
虎
、
三
千

五
百
円
ム
県
知
事
、
梅
瓶

三
十
二
個
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

二
枚
ム
日
本
専
売
公
社
大

村
出
張
所
、
タ
バ
コ
三
千
百

本
ム
諏
訪
町
上
田
市
次
、

石
ケ
シ
三
十
二
箱
(
三
個
入
)

ム
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
三

千
二
百
円
、
羽
織
下
三
十
二

枚
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

タ
オ
ル
地
寝
巻
三
十
二
枚

ム
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

鰻
頭
三
十
五
包
(
二
個
入
)

ム
大
村
向
陽
高
校
生
橘
グ
ル

ー
プ
、
茶
四
百
グ
ラ
ム
、
菓

子
一
、
五
キ
ロ
ム
本
町
八

木
フ
ジ
エ
、
映
画
招
待
、
キ

ャ
ラ
メ
ル
二
十
箱
ム
長
崎

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
三
千

二
百
円
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=歳末特別警戒=

みんなで協力して

事故のない歳末を

12月は一年のしめ¥¥りの月で、

大村市内もなにかとせわし〈動き、

それにつれて、犯罪や交通事故が急

激に多〈なります。

警察では12月10日から歳末特別警

戒を行ないます。皆さんも次の点に

注意して楽しい正月を迎えましょう

囲
の
人
も
、
車
に
乗
る
人
も

絶
対
に
守
b
ま
し
ょ
う
。

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
ハ
ン
ド
ル

を
に
ぎ
ら
な
い
。

②
酒
の
場
所
に
は
.
車
で
行

〉
「
除
、
。

カナ
'
T
L

⑨
周
聞
の
人
は
車
を
運
転
す

る
人
に
は
、
酒
を
す
す
め

な
し
。

乙
の
三
つ
の
こ
と
は
、
周

ス
ピ
ー
ド
、
い
ね
む
り

は
運
転
に
大
敵

過
労
運
転
(
い
ね
む
り
運

転
)
を
や
め
常
に
安
全
速
度

で
走
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
先
を
い
そ
ぐ
か
ら
、

い
そ
が
し
い
か
ら
と
無
理
な

追
越
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

一
市
内
ぃ
乙

H
E
1
2
1ド

e
r
u
J
2
2
R

と
し
て
使
用
し
て
い
る
土
地
家
長

1
坂
田
真
瑛
氏
)

九

伺

ゴ

権

設

局

以

内

吻

内

@

建

物

の

寄

付

を

う

け

、

社

会

職

員

数

1
十

喜

一

ゾ

.

福

祉

法

人

と

し

て

の

子

供

の

児

童

数

1
八

十

名

~

て
い
た
の
で
、
引
揚
援
護
局
家
の
設
立
を
厚
生
省
に
申
請
山
川
一
三
一
議
議
麓
零
鱒
纏
襲
議

白

~
大
村
子
供
の
家
と
県
が
協
議
し
て
本
建
物
を
し
、
十
月
認
可
を
受
け
現
在

一

一
一
一
一
一
一
一
一
，
一
一
円
凶
臨
鵬
幽
鵬
棚
繍
ん

ゾ
大
村
子
供
の
家
は
、
昭
和
改
造
し
て
定
員
二
十
五
名
と
活
動
を
続
け
て
い
る
。
現
在
川
「
一
ソ
一
イ
一
闘
蹴
鵬
園
調
闘
機

~

一
二
十
一
年
四
月
、
恩
賜
財
団
し
昭
和
二
十
一
年
九
月
か
ら
ま
で
の
二
十
一
年
間
に
収
容
一
一
験
民
鰯
酌
闘
機

~
長
崎
県
同
胞
援
護
会
の
手
で
収
容
を
開
始
し
た
。
し
た
子
供
の
数
は
千
六
百
八

i

開
同
鱒
脳
酷
圃
・
用
問問
ム

ヤ
設
立
さ
れ
た
。
乙
れ
は
終
戦
一
時
は
八
十
名
を
越
す
状

十

名

に

の

ぼ

る

。

組

閣

棚

機
繍
閥
欄
勝
機
織
内

明
直
後
の
経
済
不
況
の
秋
、
幼
況
で
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
二
子
供
の
家
は
、
ま
ず
子
供

j
イ
灘
繍
麟
麟
麟
盤
醸
一
祭

礼
児
を
か
か
え
た
未
亡
人
や
引
十
五
年
八
月
援
産
と
養
護
と
の
天
賦
で
あ
る
明
朗
活
発
な

抗
議
鱒
難
関
細
細
輝
趨
了
ふ
ん

い
揚
者
の
婦
女
子
約
五
十
名
に
二
本
建
を
児
童
養
設
事
業
一
性
格
の
ば
す
べ
〈
、
家
庭
的

低

鰯

機

織

繍

麟

側
一

九
洋
裁
の
授
産
事
業
を
す
る
た
本
に
改
め
、
名
称
も
「
大
村
な
安
定
感
を
与
え
る
た
め
、
関
税
即断
織

機
機

磁

醐

側
一

川
め
に
開
設
し
、
昭
和
二
十
五
子
供
の
家
」
と
改
称
し
て
、
乙
れ
に
従
事
す
る
職
員
も
献

Y
い

し

か

主

総

事

一

幣

一
年
八
月
ま
で
実
施
し
た
。
児
童
福
祉
法
に
よ
る
認
可
を
身
的
に
努
力
し
、
環
境
が
清

機

溶

討

議

…

ι
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海

外

か

ら

の

引

上

げ

う

け

た

。

潔

で

円

容

あ

る

施

設

と

し

て

議

ぞ

い

ι

ーメ仁機
ぺ仁

ん
者
の
う
ち
両
親
を
失
白
っ
た
本
年
六
月
に
は
同
胞
援
護
誇
り
を
も
っ
て
運
営
し
て
い

験

機

総

統

K
盤
融
γ
…

V

孤
児
な
ど
が
数
百
名
に
達
レ
会
よ
り
い
ま
ま
で
子
供
の
家
る
。
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年
末
、
年
始
に
は
、
車
の

需
要
が
多
〈
な
り
、
運
転
者

が
不
足
が
ち
と
な
り
ま
す
。

無
資
格
者
を
利
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
は
ま
り
の
よ
う
な

も
の

年
末
、
年
始
に
は
、
ま
り

っ
き
、
羽
根
っ
き
な
ど
子
供

の
道
路
で
の
遊
び
、
道
路
へ

の
と
び
出
し
に
よ
る
事
故
が

多
〈
な
り
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に

忘
年
会
の
お
酒
も
ほ
ど
ほ

ど
に
・
:
。
酔
払
っ
て
か
ら
の

暴
力
、
た
か
り
、
い
や
が
ら

せ
な
ど
、
他
人
の
迷
惑
に
な

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

子
供
を
非
行
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う

市
民
の
皆
さ
ん
日
に
一
度

は
子
供
の
行
動
に
よ
く
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
い
そ
が
し

い
か
ら
と
い
っ
て
放
任
し
て

お
〈
の
は
非
行
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

戸
締
り
を
忘
れ
ず
に

家
を
留
守
に
す
る
と
き
や

お
や
す
み
前
に
は
戸
締
り
を

忘
れ
ず
に
・
:
。
ま
た
、
家
の

ま
わ
り
に
、
は
し
B

と
や
踏
台

そ
の
他
泥
棒
の
足
場
に
な
り

や
す
い
物
を
お
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
リ
に
ご
用
心

乗
物
や
人
混
み
の
中
で
は

ス
リ
が
あ
な
た
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
外
側
の
ポ
ケ
ッ
ト
や

買
物
カ
ゴ
の
中
に
お
金
を
入

れ
る
の
は
狙
わ
れ
る
も
と
で

す
.ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
や
鞄
は
聞

き
口
を
内
側
に
し
て
、
し
っ

か
り
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い

痴
漢
が
あ
な
た
を
狙

っ
て
い
ま
す

奥
様
、
お
嬢
さ
ん
、
夜
道

の
一
人
歩
き
は
危
険
で
す
。

お
そ
く
な
っ
た
ら
遠
回
り

し
て
で
も
人
通
り
の
多
い
明

る
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。


